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総
和
地
区
園
芸

部
会
は
10
月
７
日
、

総
和
地
区
営
農
セ

ン
タ
ー
で
令
和
２

年
度
秋
冬
リ
ー
フ

系
生
産
者
品
質
規

格
検
討
会
を
開
き

ま
し
た
。
こ
れ
は

安
定
出
荷
・
品
質

向
上
の
た
め
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
。

例
年
は
市
場
を
招

い
て
の
開
催
と
な

り
ま
す
が
、
今
年

■
令
和
２
年
度
秋
冬
リ
ー
フ
系

生
産
者
品
質
規
格
検
討
会良品出荷に向けて規格を確認

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
と
し
て
、
坂
東
地

域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
生
産
者
、
職
員
の

み
で
行
い
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
同
地
区
の
羽
部
正
男
園
芸
部

会
長
は
「
今
年
は
天
候
な
ど
の
影
響
で
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
今
日
を
機
会
に
、
目
を

合
わ
せ
て
皆
で
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、レ
タ
ス
、サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、グ
リ
ー
ン

カ
ー
ル
の
実
物
を
用
い
な
が
ら
、
出
荷
規
格
や
品

質
基
準
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
秋
冬
リ
ー
フ
系
の
出
荷
は
９
月
下
旬

か
ら
12
月
下
旬
。
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
グ
リ
ー
ン
カ

ー
ル
と
も
に
10
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
に
出
荷
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　
若
手
農
業
者
が
地
域

農
業
を
担
う
力
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

　
総
和
地
区
園
芸
部
会

青
年
部
は
20
～
40
代
の

若
手
生
産
者
16
名
で
組

織
さ
れ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
長
ナ

ス
な
ど
の
野
菜
を
生
産

し
て
い
ま
す
。

　
生
産
物
は
市
場
で
販

■
挑
戦
し
続
け
る
若
手
農
業
者総

和
地
区
青
年
部ロマネスコのブランド化目指す

売
す
る
だ
け
で
な
く
、卸
売
市
場
や
ス
ー
パ
ー
で
も
試
食
・
販

促
活
動
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
。
地
元
「
関
東
ド
・
マ

ン
ナ
カ
祭
り
」
に
も
出
店
し
、
20
～
30
品
目
の
野
菜
を
作
付

け
し
て
販
売
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
品
目
の
産
地
化
と
、
部
員
同
士
の
結
束
を

深
め
る
た
め
、
平
成
24
年
か
ら
部
員
全
員
で「
ロ
マ
ネ
ス
コ
」

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ロ
マ
ネ
ス
コ
は
、
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
の
仲
間
で
ユ
ニ
ー
ク
な
形
が
魅
力
的
で
す
。

　
全
く
栽
培
技
術
や
知
識
が
な
い
状
態
か
ら
、
圃
場
巡
回
や

近
隣
産
地
の
見
学
を
し
て
意
見
交
換
し
、
栽
培
技
術
を
向
上

さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、品
種
を
統
一し
、品
質
規
格
検
討
会
で
出
荷
物
の

目
揃
え
を
厳
格
に
す
る
こ
と
で
高
い
市
場
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
同
地
区
園
芸
部
会
で
は
、
青
年
部
か
ら
も
本
部
役
員
１
名

が
選
出
さ
れ
て
お
り
、
若
い
世
代
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
体

制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
農
業
の
活
性
化
を
担
う
頼
も
し
い
存
在
と
し
て
、
今

後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

生姜の圃場

　
猿
島
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
10
月

13
日
、
生
産
者
が
生
姜
の
目
揃
え
会
を

行
い
ま
し
た
。
生
産
者
、
全
農
、
マ
ナ

カ
商
事
、
職
員
ら
19
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
出
来
が
良

く
、
例
年
よ
り
出
荷
増
の
見
込
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
生
産
者
は
引
き
続
き
良

品
出
荷
の
た
め
現
品
目
揃
え
で
規
格
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
生
姜
の
生
産
は
平
成
14
年
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
現
在
、
生
産
者
14
名
が
面

積
２
８
８
ア
ー
ル
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

出
荷
時
期
は
10
月
中
旬
～
11
月
中
旬
で
、

今
年
度
は
92
ト
ン
の
出
荷
量
を
見
込
み

ま
す
。

■
良
い
出
来
良
品
出
荷

生
姜
目
揃
え
会

受け入れ農家募集・イネ縞葉枯病対策について…６
今月の農作業・理事会・クロスワードパズル……７
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古
河
市
下

大
野
小
学
校

の
５
年
生
は
、

９
月
27
日
、

む
つ
み
管
内

の
田
ん
ぼ
で

稲
刈
り
体
験

を
行
い
、
児

童
約
50
人
が

参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
活

動
は
、
児
童

の
保
護
者
等

が
組
織
す
る

■
米
づ
く
り
を
学
ぶ

小
学
生
が
稲
刈
り
体
験

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
10
月
16
日
、
㈱
カ
ク
イ
チ
の
展
示
場A-SITE

下
妻

で
、
農
業
用
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
普
及
拡
大
に
向
け
て
、
知
識
向
上
の
た
め

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
同
Ｊ
Ａ
経
済
部
生
活
購
買
課
、
各
地
区
の
経
済
渉
外

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
資
料
を
元
に
、
農
業
用
倉
庫
・
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
の
耐
久
消

■
農
業
生
産
を
支
え
る
強
靭
な
倉
庫

　
　
　
　
　
　
普
及
に
向
け
知
識
を
深
め
る

「
お
や
じ
の
会
」
が
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
、
Ｊ

Ａ
共
済
協
力
の
も
と
、
く
ら
し
の
活
動
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
例
年
で
は
５
月
に
児
童
た
ち
が
田
植
え
し
た
稲

の
刈
り
取
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
稲
刈
り
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
稲
は「
マ
ン
ゲ
ツ
モ
チ
」で
、
８
㌃

の
面
積
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
や
お
や
じ
の
会
か
ら
、
お
米
の
解
説
、
稲

刈
り
実
演
の
後
、
児
童
た
ち
が
稲
刈
り
を
開
始
。

始
め
は
不
慣
れ
な
手
つ
き
で
し
た
が
、
積
極
的
に

作
業
を
進
め
、「
す
ご
く
楽
し
い
」「
私
も
農
家
さ

ん
に
な
れ
る
か
も
」
と
初
め
て
の
体
験
を
楽
し
み

ま
し
た
。

おやじの会による実演

稲
刈
り
体
験
の
よ
う
す

展示倉庫を見学

　
ま
た
、
お
や
じ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
コ
ン
バ
イ
ン
の
操
作
も
体
験
し
ま
し

た
。

　
お
や
じ
の
会
副
会
長
の
石
橋
俊
哉
さ
ん
は「
今
回

は
田
植
え
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
稲
刈
り
体
験
を

通
し
て
米
作
り
を
学
ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同

校
の
矢
嶋
正

之
校
長
先
生

は
「
こ
の
よ

う
な
催
し
が

で
き
た
の
も
、

地
元
の
皆
様

の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
。

児
童
た
ち
は

ス
ー
パ
ー
に

並
ん
で
い
る

お
米
を
見
る

だ
け
で
、
ど

う
作
ら
れ
て

い
る
か
知
ら

な
い
。
こ
の

活
動
が
そ
れ

を
知
る
き
っ

か
け
に
な
る

と
思
う
」
と

期
待
し
ま
し

た
。

費
財
に
つ
い
て
、
特
徴
や
導
入
の
実

例
、
商
品
の
品
番
の
見
方
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
展
示
倉
庫
を

見
学
し
、
使
用
時
の
想
定
を
し
な
が

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
研
修
を
行
っ
た
㈱
カ
ク
イ
チ

は
、
農
業
用
倉
庫
や
カ
ー
ポ
ー
ト
な

ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

農
業
用
倉
庫
の
広
ス
ペ
ー
ス
ハ
ウ
ス

は
、
国
内
で
初
め
て
屋
根
材
と
壁
材

に
耐
食
性
・
耐
候
性
に
優
れ
た
Ｓ
Ｇ

Ｌ
鋼
板
を
使
用
し
て
お
り
、
高
い
腐

食
抑
制
効
果
を
持
つ
。
ま
た
、
柱
に

は
サ
ビ
に
強
い
鉄
骨
材
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

　
農
業
用
倉
庫
は
、
収
穫
し
た
作
物

を
保
存
す
る
為
に
も
、
長
く
丈
夫
に

使
え
る
事
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
研

修
を
企
画
し
た
同
課
の
初
見
剛
司
課

長
は
「
農
業
用
倉
庫
は
生
産
を
行
っ

て
い
く
の
に
重
要
な
も
の
。
し
っ
か

り
と
商
品
知
識
を
付
け
て
案
内
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
期
待

を
込
め
ま
し
た
。
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【問い合わせ】坂東総合高等学校 　住所：坂東市逆井2833ー115 　電話：０２８０（８８）１０１１

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
で
は

10
月
９
日
、
運
動
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
利
用
者
41
人
が
参
加
し
、
紅
組
と

白
組
に
分
か
れ
て
競
い
ま
し
た
。

　
施
設
内
に
は
様
々
な
国
の
国
旗
が
飾
ら
れ
、

雰
囲
気
満
点
。
ハ
チ
マ
キ
を
巻
い
て
選
手
宣

誓
を
行
い
、
い
よ
い
よ
競
技
が
ス
タ
ー
ト
。

　
競
技
は
、
パ
ン
食
い
競
争
や
借
り
物
競
争

■「
子
供
の
頃
に
戻
っ
た
よ
う
」

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ぬ
く
も
り
運
動
会大きなパンをキャッチ

■
Ｊ
Ａ
共
済
地
域
貢
献
活
動

綱回しにも気合が入ります

災害時にもお湯があれば食べられる

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
、
地
域
と
く
ら
し
を

豊
か
で
元
気
に
す
る
た
め
の
協
同
組
合
運
動

と
し
て
協
同
活
動
「
く
ら
し
の
活
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
組
合
員
や
地
域
住
民
と

の
関
係
性
を
深
め
、
く
ら
し
の
安
全
・
安
心

の
提
供
と
地
域
活
性
化
が
目
的
で
す
。

「
災
害
時
用
非
常
食
」

ペダルを足で踏むだけ、簡単

対面でも安心してご相談いただけます

な
ど
の
個
人
戦

と
、
玉
入
れ
や

綱
ま
わ
し
な
ど

の
チ
ー
ム
戦
を

合
わ
せ
て
６
種

類
。
特
に
玉
入

れ
は
、
チ
ー
ム

で
協
力
し
な
が

ら
互
い
に
１
ゲ

ー
ム
を
取
り
合

い
、
最
後
は
勝

利
を
か
け
た
大

熱
戦
と
な
り
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
と
て

も
元
気
で
、「
童

心
に
か
え
っ
た

よ
う
で
、
楽
し

い
」
と
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
茨
城

む
つ
み
は
、

Ｊ
Ａ
共
済
地

域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し

て
、
近
年
多

発
す
る
自
然

災
害
な
ど
、

い
ざ
と
い
う

時
の
備
え
と

し
て
、
非
常

食
の
み
そ
汁

１
，２
０
０

食
を
購
入
し
、

各
支
店
に
２

０
０
食
ず
つ

配
置
し
ま
し

坂東総合高校　シクラメン販売のお知らせ
１　日　　時：
　　令和２年 12月６日㈰
　　　　　　　　　８：00〜 15：00
　　※以降は、月曜日から金曜日
　　　　　　　　（９：00〜 15：00）

２　販売場所：
　　坂東総合高等学校　農場「草花温室」

た
。
み
そ
汁
は
、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
製
法
の

た
め
５
年
間
の
保
存
が
可
能
で
す
。

「
足
踏
み
式
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
」

「
飛
沫
感
染
防
止
用
ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策

と
し
て
、
消
毒
液
並
び
に
足
踏
み
式
ス
タ
ン

ド
を
購
入
し
、
全
支
店
、
事
業
所
の
入
り
口

に
配
置
し
て
い
ま
す
。
足
踏
み
式
ス
タ
ン
ド

は
、
足
で
ペ
ダ
ル
を
踏
む
だ
け
で
消
毒
液
が

出
て
く
る
た
め
、
直
接
手
を
触
れ
る
こ
と
な

く
消
毒
が
行
え
ま
す
。

　
ま
た
、
窓
口
に
は
透
明
な
ア
ク
リ
ル
パ
ネ

ル
を
設
置
し
、
飛
沫
に
よ
る
感
染
防
止
に
努

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
来
店
い

た
だ
け
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
り
だ
し
た

初
期
と
比
べ
て
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
も
の
の
、ま
だ
対
策
期
間
は
続
き
そ
う
で

す
。ご
来
店
の
際
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

３　備　　考：
　　（１）マスク着用、手指の消毒、検温にご協力ください。
　　（２）新型コロナウイルス感染防止のため、密閉・密集・
　　　　 密接を避けた販売方法へのご協力をお願いします。
　　（３）数に限りがありますので、売り切れの際はご了承
　　　　 願います。
　　（４）当日、野菜の販売も予定しています。
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組合員のみなさまへ

茨城むつみ農業協同組合

代表理事組合長　関根芳朗

【参考指標】

事 業 総 利 益 １,０３１,１４０千円（前年対比  　９８.５％ ▲１５,３５０千円）

事 業 管 理 費 ９８２,０３９千円（前年対比  　９５.８％ ▲４３,１０３千円）

事 業 利 益 ４９,１０１千円（前年対比  ２３０.０％ ２７,７５３千円）

経 常 利 益 １１８,３９９千円（前年対比  １４０.６％ ３４,１８８千円）

税引前当期利益 １１１,９６８千円（前年対比  １３７.１％ ３０,２７７千円）

当 期 剰 余 金 ６２,４７８千円（前年対比  １１５.７％ ８,４９７千円）

令和２年度上半期について

　日頃より当組合をご利用いただき誠にありがとうございます。

　当組合では、組合員のみなさま・ご利用者のみなさまに愛される組合づくりに

役職員一丸となって取り組んでおります。

　今般のコロナ禍の中では、自粛等によりイベント等を中止せざるを得ない状況

にあり、みなさまには大変ご不便をお掛けしている状況にあります。本年度上期

の経営状況を見ましても、前年対比から減額となった事業総利益ではありました

が、徹底的な経費削減等を行い、まずは安心できる事業利益を計上することができ

ました。これもひとえに、組合員・ご利用者みなさまのお陰と認識しております。

　今後新型コロナウイルスを含めた社会情勢は不透明ではありますが、当組合は

愛される組合づくりに邁進する所存であります。

　みなさまにおかれましては、健康に十分ご留意されご自愛くださいますよう

お願い申し上げます。



6 ＪＡ茨城むつみ　11月号

外
国
人
農
業
技
能
実
習
生  

第
39
期
生

ＪＡでは、
　組合員の要望に応えるため、平成13年１月から外国人の農業実習生の受入れ
事業を展開しております。

この事業は、
　わが国で開発され培われた技術の開発途上国等への移転を図り、その開発途
上国等の経済発展を担う人づくりに協力することを目的とする制度で、今回は
39期生の受入農家の希望者を募ります。

実習生は、
　日本農業の技術や技能・知識を修得し、それらの技術を持ち帰り、自国の農業
経済の発展に役立てる事が出来ます。また両国間の相互理解と友好親善を図るこ
とも目的としています。

募集募集受入農家受入農家を します!!

①実習生用宿泊施設等の受入体制が整えられてい
　る農家であること。
②不法外国人就労者を雇用されていない農家であること。
③その他実習受入れ条件を満たすことができること。また受入農家に対する面談など
　実施させていただきます。

令和3年7月中旬から
1年間（予定）

【受入れ期間】

【受入れに際しての募集基準】

外国人実習生
（中国・インドネシア）受入を

希望される方は、
各地区支店・営農センタ－
窓口にてお待ちしております。

募集締切日は、
令和2年12月25日

まで

第39回

生産者のみなさまへ

ヒメトビウンカ

成虫（雄） 成虫（雌） 幼虫

ひこばえ（再生イネ）での発病（例）

イネ縞葉枯病を減らすため、
収穫後はすみやかに

耕起しましょう！
翌年のイネ縞葉枯病の発生を抑えるためには、

ウイルスを媒介するヒメトビウンカ
の生息密度を減らすことが重要です!!

イネ縞葉枯病に対する収穫後の防除対策について

今年１月に調査した秋季耕起の
実施率は94％（県西地域）でした。
引き続き、地域全体でヒメトビ
ウンカ防除に取り組みましょう！

●ひこばえ（再生イネ）は媒介する
　ヒメトビウンカの生息地となる
　ため、収穫後はすみやかに水田
　を耕起しましょう。
●ヒメトビウンカは水田畦畔や周
　辺の土手等のイネ科雑草でも越
　冬するので、水田周辺の除草を
　徹底しましょう。

ー県西地域イネ縞葉枯病対策連絡協議会ー
【問合せ先】事務局：茨城県県西農林事務所　振興・環境室　農業振興課　TEL：0296ー24ー9169

イネ縞葉枯病対策の詳細については、坂東地域農業改良普及センターへお問い合わせください。
TEL：0297ー34ー2134　FAX：0297ー34ー3291

境地区営農センター
TEL：0280ー87ー2116

五霞地区営農センター
TEL：0280ー84ー0003

古河地区営農センター
TEL：0280ー48ー1655

総和地区営農センター
TEL：0280ー92ー1820

三和地区営農センター
TEL：0280ー76ー1717

猿島地区営農センター
TEL：0280ー88ー0584

JA茨城むつみ各地区営農センター



第
８
回
理
事
会
だ
よ
り

令
和
２
年
９
月
29
日

●

報
告
事
項

１
）
令
和
２
年
８
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
令
和
２
年
度
　
上
期
内
部
監
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

４
）
令
和
２
年
度
　
上
期
監
事
監
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

５
）
組
合
員
か
ら
の
情
報
提
供
窓
口
設
置
運
営
要
領
報
告
に
つ
い
て

６
）
令
和
３
年
度
春
肥
料
・
農
薬
推
進
要
領
に
つ
い
て

●

付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
設
備
投
資
計
画
策
定
に
つ
い
て（
案
）

　「後継者・労働力を確保したい」「信用力を高め
たい」「経営規模を拡大したい」など、経営の
発展を目指すには『法人化』は有効な手段です。
　「農業法人」とは、農業を営む法人の総称で
す。法人には、会社法に基づく「株式会社」や、
農業協同組合法に基づく「農事組合法人」など
があります。「農事組合法人」は農家３名以上
集まれば手続きは比較的簡便に設立できます
が、事業内容は農業・農業関連事業に限られ、
組合員外の常時従業者が総数の２／３以下と
なるため雇用にも制限が生じます。事業の制
限を受けずに、より企業的な農業経営、事業
規模の拡大・多角化を考えている場合には、
株式会社での法人化が向いています。
　法人化すると税制面などで以下のメリット
がありますが、一方で義務・負担も生じます。
【メリット】
・法人税制が適用になるので損金算入の範囲

法人化して農業経営を発展させよう！

法人化

が広がるなど節税になる場合が多い。
・社会保険制度の適用により従事者の福利厚

生が充実し、雇用もしやすくなる。
・補助・融資の金額等が、個人経営に比べて大

きくなる場合が多い。
・財務諸表の作成が義務付けられるため、家

計と経営の分離が徹底し、経営状況を把握
しやすくなる。

【義務・負担】
・社会保険等にかかる事業者負担が増加する。
・複式簿記での記帳義務が生じ、会計処理等

の事務処理に労力と経費がかかる。
【法人化の例】
・後継者の就農をきっかけに、円滑な経営継

承のため法人化
・人材確保と施設の資金調達のために株式会

社を設立
・６次産業化に向けて法人化し、農家レスト

ランを開設
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

　法人化に興味のある方は、普及センターに
ご相談ください！

（電話０２９７－３４－２１３４）
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

当
選
者

⬇タテのカギ
二重マスの文字をA～Ｆの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

１
２
３
４

５

７
10
14

16
18

サツマイモで作る洋風の焼き菓子
東がトン、北がペイなら南は
布団や枕などのこと

『万葉集』にはたくさん収められてい
ます
漢字で書くと「背黄青鸚哥」。ペット
としてよく飼われている小鳥です
板を用いることが多い練り製品
箒（ほうき）と一緒に働きます
おうし座のプレアデス星団の和名。

『枕草子』にも出てきます
いかついー構えをした刑事
天下の回り物です

１
３

６

８

９
11
12
13
15
17
19
20

➡ヨコのカギ

９
月
号
の
答
え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
メ イ ゲ ツ

　第319号の答えは、「メイゲツ」でした。
次の方が当選されました。
おめでとうございます。
● 岩川　和江 ● 羽部　礼子 ● 塚田　早苗
● 塚原　　勝 ● 斉藤　静子 ● 鈴木　竹夫

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）6630（総務企画課行とお書きください。）

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
も
っ
た
記
事
は
、

　
ど
れ
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  

総
務
企
画
課
　
行

404060363

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
務
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
11
月
30
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

さらさらと落ち続ける時計もあります
新婚家庭には満ちあふれていそう。
ー太りしちゃう人もいるかな
朱肉がセットされたケースに入れるこ
とも

「Ｒの付かない月（５～８月）に食べる
な」と言われる貝
京都の町家はーが狭いうなぎの寝床
グラウンドをならす道具です
文系とよく対比されます
この商品はーパフォーマンスがいいね
鍛えて日本刀などを作ります
髪を刈り込むときに使います
旅行のこと。ーシューズ
こたつで丸くなりたいニャ

7
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